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酒

井

規

史

二
〇
一
六
年
七

十
一
日
か
ら
十
五
日
の
五
日

に
か
け
て
、

臺
灣
の
國
立
政
治
大
學
華
人
宗
敎

究

の

催
で
「

敎

」

が
開
催
さ
れ
た
。
こ
の
「

敎

」
は
、

敎
と
中
國
宗
敎
の

究

が
多
數
參
加
し
た
大
規
模
な

究
集
會
で
あ
っ
た
。
筆

は

日
を

し
て
參
加
し
、

究
發
表
を
す
る
機
會
を
得
た
の
で
、

そ
の
模

を
紹
介
す
る
こ
と
に
し
た
い
。
な
お
、
當
會
會
員
の
松

本

一
氏
（
筑
波
大
學
）
と
丸
山
宏
氏
（
筑
波
大
學
）
も

演
を

行
っ
た�１
）。

今
回
の
「

敎

」
の
オ
ー
ガ
ナ
イ
ザ
ー
は
謝
世
維
氏
（
國
立

政
治
大
學
）
と
林
振
源
氏
（
國
立
政
治
大
學
）
で
あ
る
。「

敎

」

で
行
わ
れ
た
各
セ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、

料

體
の

究
と
現

地

査

體
の

究
が
バ
ラ
ン
ス
よ
く

置
さ
れ
て
い
た
が
、
こ

れ
は
兩
氏
の
見
識
と

究
方
法
が

體
の
コ
ン
セ
プ
ト
に
反
映
し

た
も
の
と
い
え
よ
う�２
）。

「

敎

」
は
、
十
一
日
の
「

史
與
當
代

敎
斗
科

究
」、

十
二
日
か
ら
十
三
日
の
「
當
代
中
國

敎
口

史
」、
十
四
日
か

ら
十
五
日
の
「

史
與
當
代
地
方

敎

究
國
際
學

討
會
」

と
い
う
三
つ
の
セ
ク
シ
ョ
ン
か
ら
構

さ
れ
て
い
た
。
以
下
、
そ

れ
ぞ
れ
に
つ
い
て

を

べ
る
こ
と
に
し
た
い
。

五
七
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學
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」
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日
の
「

史
與
當
代

敎
斗
科

究：

臺
北
正
一
派

敎
科

儀
展
演

學

論
壇
」
で
は
、
午

中
に

敎
儀
禮
の
實
演
が
行

わ
れ
、
午
後
に
そ
の

容
の
分
析
と
儀
禮
の
實

に
つ
い
て
討
論

が
行
わ
れ
た
。
儀
禮
を
行
う

士
と
そ
れ
を
分
析
・

究
す
る

究

の
雙
方
が
參
加
し
、

敎
儀
禮
に
つ
い
て
考
察
す
る
と
い
う

ユ
ニ
ー
ク
な
試
み
で
あ
る
。

午

中
、
朱
建

長
（
蘆
洲
顯
妙
壇
）
に
よ
っ
て
實
演
さ
れ

た
の
は
、「
大
梵
斗
科
」
と
い
う
斗
母
信
仰
を
基
軸
と
し
た
招
福

災
の
儀
禮
で
あ
る
。
こ
の
儀
禮
は

年
、
淸
代
の
科
儀
書
『
梵

斗
科
』
が
發
見
さ
れ
、
儀
禮
の
重

な

素
で
あ
る

の

も

さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
傳
統

な
儀
禮
の
復
元
が
で

き
る
の
で

ば
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

午
後
の
討
論
會
で
は
、
ま
ず
謝
世
維
氏
か
ら
斗
科
の

史
を

括
す
る
報

が
あ
っ
た
。
上

の
と
お
り
、
斗
科
は
斗
母
信
仰
を

ベ
ー
ス
と
し
て
お
り
、

代
の
『

藏
』（
續
藏
）
に
も
『
先
天

斗
母
奏

玄
科
』
が
收

さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
神

派
・
淸
微

派
と
い
っ
た
、
宋
元
時
代
以
降
に
出
現
し
た
新
し
い
儀
禮
を

體

と
す
る
流
派
に
も
斗
母
信
仰
が
見
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
斗
母
信
仰

は
佛
敎
の

利
支
天
の
信
仰
と
結
び
つ
き
、
密
敎
の

素
が
取
り

ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。

そ
の

に
、
儀
禮
を
實
演
し
た
朱
建

長
と
、
香
港
で
活
動

す
る
林
德

長
（
香
港
飛
雁
洞
佛

社
）
が
、
儀
禮
を
實
演
す

る

士
の

點
か
ら
發
言
を
行
っ
た
。

容
は
多
岐
に
わ
た
っ
た

が
、
朱
建

長
が
儀
禮
中
の
瞑
想
に
つ
い
て
自
分
の
經

を
語

り
、
壇
の
組
み
方
を
自
分
で
ア
レ
ン
ジ
し
た
と
發
言
さ
れ
て
い
た

の
が
特
に
印

で
あ
っ
た
。
ま
た
、
林
德

長
が
香
港
の
飛

雁
堂
で
斗
科
を
行
っ
た
際
の
映
像
を
交
え
て
、
今
回
行
わ
れ
た
斗

科
と
の

い
を
解

し
て
い
た
の
も
興
味
深
か
っ
た
。

そ
の
後
の
討
論
で
話
題
に
な
っ
た
の
が
、
現
代
に
お
け
る

敎

儀
禮
の
傳
統
の
變
容
で
あ
る
。

士
が
大
學
や
大
學
院
で

敎
史

を
學
ぶ
よ
う
に
な
り
、
自
分
た
ち
の
傳
統
よ
り
も
古
い
傳
統
に
回

す
る
よ
う
な
こ
と
も

き
て
い
る
と
い
う
。
ま
た
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
な
ど
の
メ
デ
ィ
ア
の
影

で
、
ほ
か
の
地
域
で
實
施
さ
れ

た
儀
禮
の
映
像
が

に
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
各
地
の
傳
統

に
影

を
あ
た
え
て
い
る
こ
と
な
ど
が
指
摘
さ
れ
て
い
た
。
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二
日
目
と
三
日
目
は
、「
當
代
中
國

敎
口

史
（1949

�pres-

en
t

）
國
際
學

討
會
」
が
行
わ
れ
た
。
題
目
の
と
お
り
、
現

在
の

敎
を
オ
ー
ラ
ル
ヒ
ス
ト
リ
ー
か
ら

究
し
よ
う
と
い
う
試

み
で
あ
る
。
謝
氏
と
林
氏
か
ら

體
の
コ
ン
セ
プ
ト
に
つ
い
て

が
行
わ
れ
た
。

ま
ず
謝
氏
が
、

代
以
降
の

敎
を
と
り
ま
く
環
境
を

括
し

た
。
淸
末
以
來
の

況
と
し
て
、
制
度

さ
れ
た

・

士
に

よ
る

敎
の
ほ
か
、
地
方
の

壇
・
火
居

士
（
在
家
）・
扶

を

體
と
し
た
民

宗
敎
が
竝
立
し
て
い
た
。
そ
の
後
、

代

が

行
す
る
中
で
、
そ
れ
ら
の
傳
統
は
破

さ
れ
て
い
っ
た
。

し
か
し
、
そ
れ
ら
の
宗
敎
は
時
代
の
波
に
翻
弄
さ
れ
な
が
ら
も
、

そ
の

承

た
ち
が
現
在
で
も
活
動
し
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
宗
敎

活
動
に
携
わ
る
個
々
人
の
オ
ー
ラ
ル
ヒ
ス
ト
リ
ー
を
收
集
し
、
各

個
人
の
經

を
「
點
か
ら
線
へ
」
結
ん
で
い
く
の
が
こ
の
セ
ッ
シ

ョ
ン
の
コ
ン
セ
プ
ト
で
あ
る
と
い
う
。

續
い
て
林
氏
か
ら
は
、
オ
ー
ラ
ル
ヒ
ス
ト
リ
ー
を
も
と
に
、
實

際
の

敎
の
活
動
と
現
場
の

況
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
か

を

構

し
て
い
く
必

性
が
語
ら
れ
た
。
特
に
人
民
共
和
國

立
以
後
の
中
國
大
陸
に
お
け
る

敎
史
の

究
は
不
足
し
て
お
り
、

今
回
の
セ
ク
シ
ョ
ン
は
そ
れ
を
補
塡
す
る
試
み
で
も
あ
る
と
い
う
。

ま
た
、

査
の
對

と
な
る
專
門

な
宗
敎
職
能

（

士
や

法
師
な
ど
）
と
信
仰

（
居
士
な
ど
）
が
高

す
る
中
、
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
に
よ
る

査
が

緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
、

個
人
の
經

、
そ
の
宗
敎
活
動
の
背
景
と
實

、
社
會
に
お
け
る

活
動
を
メ
イ
ン
に
聞
き
取
り

査
を
行
っ
た
と
い
う
。

な
お
、
そ
れ
ぞ
れ
の

究
報

の

容
に
つ
い
て
は
、
個
人

報
の
保
護
と
い
う

點
か
ら
、
こ
こ
で
詳
細
を

べ
る
こ
と
は
で

き
な
い�３
）。

究
報

で

わ
れ
た
時
代
は
淸
末
か
ら
現
代
に
至
る

ま
で
幅
廣
く
、

査
地
域
も
北
方
・
南
方
を
兩
方
ふ
く
む
中
國
大

陸
の
各
地
に
わ
た
っ
て
い
た
。

な
お
、
こ
の
セ
ク
シ
ョ
ン
で

究
報

を
し
た

究

は
以
下

の

り
で
あ
る
（
報

順
）。
巫
能
昌
氏
（
復
旦
大
學
）・
李
志

氏
（
香
港
中

大
學
）・
呂
燁
氏
（
國
立
政
治
大
學
）・
陳
敬
陽
氏

（
香
港
蓬

仙

）・
馬
惠

氏
（
香
港
中

大
學
）・
徐
天
基
氏

（
深
圳
大
學
）・
李
艶
氏
（
大

府
立
大
學
）・

君
亮
氏
（
パ
リ
第

七
大
學
）・
祁
剛
氏
（
廈
門
大
學
）・
孫
美
子
氏
（
國
立
政
治
大
學
）。

五
九

國
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政
治
大
學
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な
お
、
段
鵬
氏
（

州
大
學
）
も
發
表
豫
定
だ
っ
た
が
、

合
に

よ
り
ペ
ー
パ
ー
の
提
出
の
み
と
な
っ
た
。

ま
た
、
李
豐

氏
（
國
立
政
治
大
學
）・
譚
偉
倫
氏
（
香
港
中

大
學
）・
松
本

一
氏
・F

lorian C
.
R
eiter

氏
（
ハ
ン
ブ
ル
グ

大
學
）・
張
超
然
氏
（
輔
仁
大
學
）
が

演
を
行
っ
た
。
李
氏
と
譚

氏
は
豐
富
な
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
經

に
も
と
づ
き
、
現
在
の

中
華
圈
の
宗
敎
の

體
像
を
總
括
し
て
い
た
。
ま
た
、
松
本
氏
・

R
eiter

氏
・
張
氏
は
、
そ
れ
ぞ
れ

度
儀
禮
、

敎
儀
禮
に
お

け
る
口
訣
、

敎
儀
禮
の
構

と

史
に
つ
い
て

演
を
行
い
、

史

な

點
か
ら

敎
儀
禮
の
問
題
を
あ
つ
か
っ
て
い
た
。
こ

れ
ら
の
發
表
は
こ
の
セ
ク
シ
ョ
ン
に

識

に

置
さ
れ
た
も
の

で
、
個
別
の
地
域
や
事
例
を
中
心
と
し
た

究
報

が
多
い
中
、

そ
れ
ら
を
總
合

な

點
か
ら

考
す
る
こ
と
の
重

性
を

識

さ
せ
て
く
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

四
日
目
と
五
日
目
は
、「

史
與
當
代
地
方

敎

究
國
際
學

討
會
」
が
行
わ
れ
た
。
こ
の
セ
ク
シ
ョ
ン
は
、
各
地
方
に
お

け
る

敎
の
展
開
を

討
す
る
こ
と
を

眼
と
す
る
も
の
で
あ
る�４
）。

地
方
に
お
け
る

敎
の
展
開
を

史

料
か
ら
跡
附
け
る
こ
と
、

ま
た
、

代
の
『

藏
』
か
ら
だ
け
で
は
分
か
ら
な
い
、
現
代
ま

で
の
各
地
方
に
お
け
る

敎
の

相
を
考
察
す
る
の
を
目

と
し

た
も
の
で
あ
る
。

ま
ず
四
日
目
の

は
、R

eiter

氏
・
張
超
然
氏
・
筆

・

謝
世
維
氏
・
高
振
宏
氏
（
國
立
政
治
大
學
）・
王
崗
氏
（
フ
ロ
リ
ダ

大
學
）
が
、

史

料
を

軸
と
し
た

究
報

を
行
っ
た
。
雷

法
の

敎
史
に
お
け
る
位
置
、

敎
儀
式
と

法

の
關
係
性
、

宋
代
の
茅
山
宗
師
の

承

い
、
淸
微
法
と
地
方
の
密
敎
の
傳
統
、

神
格
に
對
す
る
各
種
の
封
號
、

代
の
江
西
に
お
け
る
淨

の

展
開
と
い
っ
た
問
題
が
あ
つ
か
わ
れ
た
。

ま
た
、
四
日
目
の
後

と
五
日
目
は
現
地

査

體
の

究
報

が
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
さ
れ
、
譚
偉
倫
氏
・
巫
能
昌
氏
・
羅
丹
氏

（
香
港
中

大
學
）・
祁
剛
氏
・

君
亮
氏
・
林
振
源
氏
・
洪
瑩
發

氏
（
中
央

究
院
）・
林
敬
智
氏
（
國
立
政
治
大
學
）
が
發
表
を
行

っ
た
。
こ
ち
ら
は
現
代
の
中
華
圈
を
對

に
地
方
の
傳
統
を
考
察

す
る
も
の
で
、
江
西
・
福
建
・
河
北
・
南
陽
・

州
・
臺
灣
が

査
對

で
あ
っ
た
。
ま
た
、
デ
ジ
タ
ル
技

を
利
用
し
た

ネ

六
〇

國
立
政
治
大
學
「

敎

」
參
加
報

記



東方宗敎（日本衜敎學會）129號 2017年

ッ
ト
ワ
ー
ク
の
分
析
と
い
う
現
代

な

究
報

も
あ
っ
た
。

さ
ら
に
、K

enneth D
ean

氏
（
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
國
立
大
學
）・

丸
山
氏
が
、
そ
れ
ぞ
れ
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
と
マ
レ
ー
シ
ア
な
ど
華
僑

地
域
に
お
け
る
儀
禮
の
傳
統
、
臺
南
と
ヤ
オ
族
の
科
儀
書
に
つ
い

て
の

演
を
行
い
、
さ
ら
に
總
括
コ
メ
ン
ト
を

當
し
た
。
東
南

ア
ジ
ア
の
華
僑
や
少
數
民
族
へ
の
儀
禮
と
科
儀
書
の
傳
播
と
い
う

問
題
點
か
ら
、
宗
敎
傳
統
の
形

に
つ
い
て
よ
り
廣
い

野
で
考

え
る
こ
と
が
で
き
、
參
加

を
裨

す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

以
上
、「

敎

」
の

を
紹
介
し
た
。

究
報

の

容

も
多

で
あ
り
、
筆

個
人
も

發
を
受
け
る
こ
と
が
多
々
あ
っ

た
。
ま
た
、

到
に
組
織
さ
れ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
っ
て
、
發
表

同
士
の
討
論
・
交
流
も
ス
ム
ー
ズ
か
つ
活
發
に
行
わ
れ
て
い
た
。

こ
の
「

敎

」
を
開
催
し
た
國
立
政
治
大
學
の
華
人
宗
敎

究

は
、
臺
灣
の
國
立
大
學
で
唯
一
の
宗
敎

究

と
の
こ
と
で
あ

る
が
、
そ
の
組
織
に
ふ
さ
わ
し
い
力
の
入
っ
た
イ
ベ
ン
ト
で
あ
っ

た
と
い
え
よ
う
。

な
お
、
紙
幅
の

合
で
個
々
の

究
發
表
の

容
に
つ
い
て
は
、

あ
ま
り
ふ
れ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
第
二
・
第
三
の
セ
ク
シ

ョ
ン
に
つ
い
て
は
、
將
來

に
論

集
が
出
版
さ
れ
る
豫
定
だ
と

い
う
。
ご
興
味
の
あ
る
方
は
そ
ち
ら
を
ご

い
た
だ
き
た
い
。

註�１
）

題
目
と

演
日
・
發
表
日
は
以
下
の

り
（
松
本
氏
・
丸
山
氏

の
「

演
」
は
、
今
回
の
イ
ベ
ン
ト
に
お
い
て
は

常
の
「

究

發
表
」
に

い
ス
タ
イ
ル
で
行
わ
れ
た
こ
と
を
附
言
し
て
お
く
。）

松
本
氏
「

度
儀
禮

立
」（
十
二
日
）、
丸
山
氏
「
地
方

敎

究
之

義
與
新
課
題：

以

州
、
臺
南

敎
與
瑤
族
宗
敎

爲
例
」（
十
五
日
）、
筆

「
被
簒
奪

茅
山
宗
師
之
地
位
」（
十

四
日
。）
ま
た
、
以
下
で

べ
る
よ
う
に
、
丸
山
氏
は

後
の
セ

ク
シ
ョ
ン
の
總
括
コ
メ
ン
ト
も

當
さ
れ
て
い
た
。
今
回
、
招
聘

し
て
い
た
だ
い
た
謝
氏
と
林
氏
に
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
お
禮
申

し
上
げ
た
い
。

（
２
）

料
と
現
地

査
の

果
を
組
み
合
わ
せ
た

敎

究
と

い
う
方
向
性
は
、
筆

が

號
で
紹
介
し
た
「『
比
較

野
中

敎
儀
式
』
國
際
學

討
會
」
と
も
共

す
る
も
の
で
あ
る
。

拙
稿
「『
比
較

野
中

敎
儀
式
』
國
際
學

討
會
參
加
報

記
」
を
參
照
（『
東
方
宗
敎
』
第
一
二
八
號
、
二
〇
一
六
年
。）

（
３
）

こ
れ
は
國
立
政
治
大
學
の

究
倫
理
規
定
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

會
議
當
日
も
、
報

以
外
の
參
加

に
は
ペ
ー
パ
ー
を
集
め
た

六
一

國
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政
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」
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記
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子
は

布
さ
れ
な
か
っ
た
。

（
４
）

な
お
、
國
立
政
治
大
學
で
は
二
〇
一
三
年
に
も
地
方
の

敎
と

宗
敎
を
テ
ー
マ
に
し
た
「
經
典

敎
與
地
方
宗
敎
國
際
學

討

會
」
が
行
わ
れ
て
い
る
。
今
回
の

討
會
は
さ
ら
に

容
を
深

さ
せ
る
目

で
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

回
の
會
議
の

果
は
、

謝
世
維

『
經
典

敎
與
地
方
宗
敎
』（
政
大
出
版
社
、
二
〇

一
四
年
）
と
し
て
出
版
さ
れ
て
い
る
。

日
本

敎
學
會
第
六
十
八
回
大
會
豫

一
、
日

時

二
〇
一
七
年
�平

二
十
九
年
）
十
一

十
一
日
�土
）

一
、
會

場

國
學
院
大
學
澁
谷
キ
ャ
ン
パ
ス

一
、
行

事

究
發
表
會
・
總
會
・
懇
親
會

合
同
役
員
會
は
大
會

日
の
十
日
�金
）に
行
う
豫
定

で
す
。

一
、

絡

先

〒
���
�����

東
京

澁
谷
區
東
４
�10
�28

國
學
院
大
學

學
部

淺
野
春
二

究
室

Ｔ
Ｅ
Ｌ

〇
三
｜
五
四
六
六
｜
四
四
六
一

e-m
a
il

 
h
a
＠

k
o
k
u
g
a
k
u
in

.a
c.jp

究
發
表

公
募

左
記
の

領
で
、
第
六
十
八
回
大
會
に
お
け
る

究
發
表
の
希

を
公
募
し
ま
す
。
ふ
る
っ
て
ご
應
募
く
だ
さ
い
、
な
お
、
發
表

の
決

定
な
ど
に
つ
き
ま
し
て
は
、
本
學
會
理
事
會
に
一
任
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

七

下
旬
ま
で
に
そ
の
旨
を
ご

知
し
ま
す
。

一
、
發
表
時

は
二
十
分

度
の
も
の
で
あ
る
こ
と
。

二
、
發
表
題
目

び
日
本
語
千
二
百
字
以

の
發
表

旨
を
添
附
す

る
こ
と
。

三
、
二
〇
一
七
年
（
平

二
十
九
）
六

末
ま
で
に
學
會
事
務
局
宛

に

書

び
メ
ー
ル
で
應
募
す
る
こ
と
。

六
二

國
立
政
治
大
學
「

敎

」
參
加
報

記


